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平成２７年度 小野市の財政健全化判断比率（指標）  

 

指   標   名 小野市の指数 
参考 

(平成 26 年度) 

判 断 基 準 

早期健全
化基準 

財政再生 
基準 

実 質 赤 字 比 率 －  （△3.05%） △ 2.49％  13.12％ 20.00％ 

連結実質赤字比率 － （△41.98%） △ 42.27％ 18.12％ 30.00％   

実質公債費比率          5.2% 7.6％ 25.00％ 35.00％ 

将 来 負 担 比 率 －  （△28.4%） △ 24.8％ 350.00％ －  

資金不足比率 

（ 水 道 事 業 ） 

（下水道事業） 

（都市開発事業） 

 

－ （△314.2%） 

－  （△11.8%） 

－  （△39.7%） 

 

△ 311.5％ 

△ 6.3％ 

△ 36.5％ 

20.00％ －  

 

毎年度の収支の健全度  

◎実質赤字比率 表示数値なし (△3.05％）（H26：△2.49%） 

税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計の赤字額の割合 

(普通会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率) 

算式… 一般会計実質収支÷標準財政規模  

 

351,428÷11,496,802＝0.0305（黒字） 

  

◎連結実質赤字比率 表示数値なし（△41.98％）（H26：△42.27%） 

税収や交付税など自治体の収入に対する公営企業などを含む全会計の赤字額

(公営企業は資金不足額)の割合 

(全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率) 

算式…（一般会計実質収支＋公営企業の資金の余剰額）÷標準財政規模 

 

     （H27）     （H26） 

一般会計    351,428   274,166 
国保        34,893    69,272 
介護         73,980      76,567 
後期高齢    12,058      12,167 
水道      3,383,670   3,301,535 
下水        112,216      58,576 
都市開発    858,290     856,851 
            

計  4,826,535 ÷ 11,496,802＝0.41982（黒字） 
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毎年度の借金返済の負担割合  

◎実質公債費比率  5.2％ （H26：7.6%） 

税収や交付税など自治体の収入に対する借金返済費用の割合 

(普通会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率) 

【毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企業債に対する繰

出金などの公債費に準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普通交

付税で措置されるものを除く。）に充当されたものの占める割合】 

算式…［｛（元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋元利償還金・準

元利償還金に係る基準財政需要額算入額）｝÷｛標準財政規模－

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額｝］の  

3 ヵ年平均（参考 単年度 H25:7.0 H26:6.1 H27:2.5） 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
元利償還

金の額

（繰上償

還額等を

除く）

積立不足

額を考慮

して算定

した額

満期一括

償還地方

債の１年

当たりの

元金償還

金に相当

するもの

（年度割

相当額

公営企業

に要する

経費の財

源とする

地方債の

償還の財

源に充て

たと認め

られる繰

入金

一部事務

組合等の

起こした

地方債に

充てたと

認められ

る補助金

又は負担

金

公債費に

準ずる債

務負担行

為に係る

もの

一時借入

金の利子

特定財源

の額

事業費補

正により

基準財政

需要額に

算入され

た公債費

事業費補

正により

基準財政

需要額に

算入され

た公債費

（準元利

償還金）

災害復旧

費等に係

る基準財

政需要額

災害復旧

費等に係

る基準財

政需要額

（準元利

償還金）

H25 1,746,835 922,112 86,730 16,397 244,461 337,116 749,803 655,479 71,267

H26 1,728,708 835,416 177,750 13,000 30 236,699 329,617 749,639 749,681 59,705

H27 1,772,256 836,171 75,518 5,555 231,396 283,583 745,819 863,497 58,343

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰
密度補正

により基

準財政需

要額に算

入された

元利償還

金

密度補正

により基

準財政需

要額に算

入された

準元利償

還金

標準税収

入額等

普通交付

税額

臨時財政

対策債発

行可能額

H25 1,468 66,257 7,320,575 2,638,309 1,026,406

H26 1,044 73,056 7,431,566 2,614,356 952,581

H27 179,100 96,542 7,654,152 2,912,462 930,188  

（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦－⑧－⑨－⑩－⑪－⑫－⑬－⑭） 

 

／（⑮＋⑯＋⑰－⑨－⑩－⑪－⑫－⑬－⑭） 

  

  

  

  + ＋ ×100 / 3＝ 5.2% 

 

 

各数値の内訳  

①  一般会計公債費 1,772,256 ⑩ 下水 735,156 環境 10,663 

④  水道 117 下水 836,054 ⑪ 災害復旧 減税補てん 臨時税補填 臨財 補正 
臨財特例 財源対策  

⑤  企業団 72,830 小野野加東加西環境 0 
湧水苑 2,688  

⑫ 補正予算（下水・環境）臨時財政特例（下水）財源
対策（環境） 

⑥  逢花苑 4,908 加古川西部土地改良 647 ⑬ 水源開発出資分（一般会計） 企業団出資分 

⑧  住資・災害 5,281 市住 49,479 都計税 176,636 ⑭ 企業団分 

標準財政規模 交付税算入額 

交付税算入額 

 555,463  

9,035,761 

 

 

 231,220  

9,269,918 

 

 646,223  

9,103,900 
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（H25） 

（H26） 

（H27） 

（H25） 

（H26） 

（H27） 

 

将来における借金返済の財政規模に対する割合  

◎将来負担比率   表示数値なし（△28.4％)（H26：△24.8%） 

税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計が将来支払うべき借金等負担

の割合 

(普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率) 

算式…将来負担額－（充当可能基金金額＋特定財源見込額＋地方債現

在高等に係る基準財政需要額算入見込み額）｝÷｛標準財政規模－（元

利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）｝ 

 

 

将来負担額 

兵庫県

18,804,796 28,635 9,340,925 2,933,172 3,487,335 87,000 87,000 0 0

18,895,551 15,252 8,671,806 3,030,007 3,389,595 87,000 87,000 0 0

18,419,905 9,666 7,758,524 2,848,547 3,111,605 87,000 87,000 0 0

退職手当
負担見込額

設立法人の
負債額等

負担見込額

連結実質
赤字額

組合等連結実
質

赤字額負担見
込

地方債
の現在高

債務負担行
為

支出予定額

公営企業債
等

繰入見込額

組合等
負担等見込

額

充当可能額 

うち都市計画税

9,911,448 2,544,366 2,239,323 24,090,164

10,020,843 2,236,950 1,993,744 24,076,478

9,922,424 1,818,511 1,623,888 23,127,031

充当可能基金
充当可能
特定歳入

基準財政需要
額

算入見込額

 
 

 

 

 

- -

△ 28.4

- -11,496,802 2,226,884 9,269,918

将来負担比率　（％）

-

標準財政規模　Ｃ 算入公債費等の額　Ｄ Ｃ　－　Ｄ

将来負担額　A 充当可能財源等　Ｂ Ａ　－　Ｂ

32,235,247 34,867,966 -2,632,719

＝ ＝

  
 

 

公営企業の経営健全度をチェック  

◎公営企業における資金不足比率   (資金不足なし) 

資金不足額(公営企業の流動負債と流動資産の差)の 

営業収益に対する割合 


